
資料１ 

令和７年度 第１回磐田市多文化共生社会推進協議会 摘録 

日  時 令和 7 年７月 14 日（月）午後 6 時 30 分～午後 8 時 30 分 

場  所 磐田市役所 西庁舎３階 302-303 会議室 

出席委員 

佐伯会長、藤原委員、川原委員、茂田委員、松下委員、相川委員、 

古谷委員、榛葉委員、鈴木裕委員、鈴木佐委員、神谷委員、田中委員、

ホァ委員 

事 務 局 
自治市民部長、自治デザイン課長、ダイバーシティ推進室長、 

担当職員 2 名 

オブザーバー 
学校教育課 担当職員 1 名 

多文化交流センター「こんにちは！」 センター長 1 名 

 

［会議内容］ 

１  開会 

２  委員紹介、委嘱状交付 

３  正副会長選任、あいさつ 

４  市長あいさつ 

５  報告事項 

⑴ 磐田市多文化共生社会推進協議会について                資料 1 

⑵ 外国人人口の状況と多文化共生施策について               資料 2 

⑶ 第４次多文化共生推進プラン 令和６年度の取組結果         資料 3 

⑷ 第４次多文化共生推進プラン 令和７年度の取組計画         資料 4 

⑸ 第５次多文化共生推進プランの策定について                資料 5 

6  協議事項 

⑴ 第５次多文化共生推進プランの策定に向けて 

７  閉会 

 

  



資料１ 
[会議概要摘録] 

１  報告事項における主な意見 

⑴ 磐田市多文化共生社会推進協議会について 

   特になし。 

⑵ 外国人人口の状況と多文化共生施策について 

  ・外国人人口が増える一方で、JSL サポーターの養成には時間がかかるため、体制が間

に合うか危惧している。 

  ・ＪＳＬサポーターは学校にとってありがたい存在。人数が少なく、対応日も限られている。 

  ・議員や正副市長などに本協議会に参加していただき、現状を知ってもらうべきだと思う。 

  ・やさしい日本語ガイドブックの知名度が低い。 

⑶ 第４次多文化共生推進プラン 令和６年度の取組結果 

  ・外国人情報窓口の対応件数に関する成果指標は、外国人の自立に向けた対応を目指

し、よく検討するべきだと感じる。 

  ・防災訓練、避難所情報は外国人に詳細は伝わりにくい現状があるため、外国人情報窓

口や自治会からの発信のみならず、企業からのアプローチも検討するべきである。 

  ・高齢者の外国人は、母語でも窓口対応が難しいことがある。絵と簡単な言葉で説明す

ることが重要だと感じている。 

⑷ 第４次多文化共生推進プラン 令和７年度の取組計画 

  ・技能実習のような比較的な短期の在留者と、長期の在留予定者ではニーズが異なる

ため、在留目的に応じたアプローチを考えるべきだと感じている。 

  ・情報の存在を知らない人が多いため、具体的な転入オリエンテーションを行ったり、学

校や園と連携した情報発信を行ったりするべきである。 

⑸ 第５次多文化共生推進プランの策定について 

  時間の都合により、事務局からの説明は省き、協議事項に進んだ。 

２  協議事項における主な意見 

 ⑴ 第５次多文化共生推進プランの策定について（課題感の共有） 

  ・国ごとに異なるニーズを把握した情報発信の必要性。 

  ・外国人アンバサダーや地域づくり協議会、磐田多文化防災の会の連携。 

  ・社会に出ることに対する生徒の動機付けの難しさ。 

  ・教育現場における、支援と教育の境界線の葛藤。 

  ・経済的な格差の課題。 

・家庭では母語を使い、園でしか日本語を使わない家庭の増加。 

  ・企業との関係性に関する成果指標の設定。 

・行政、市民、企業が三位一体となった取組への挑戦。 



資料２ 

R７年度 磐田市日本語教室の実施状況報告 

  今年度磐田市日本語教室の実施状況について、１２月 日時点での結果を、以下のとおり報告し

ます。 

１ 実績について（受講者数・修了証発行者数など）                                          

 ⑴ 参加人数について 

 ５月～９月 １０月～２月 R７年度 R６年度 増減 

申込人数 170 人 117 人 287 人 372 人 △８５人 

１回以上参加した人数 145 人 90 人 235 人 275 人 △４０人 

うち、４回以上参加した人数 87 人 40 人 127 人 171 人 △４４人 

継続受講率(４回以上参加者) 60.0％ 44.4％ 54.0％ 62.1％ △８．１％ 

 

 ⑵ 日本語レベルの変化（受講前と受講後の比較） 

 

２ 前年度課題に対する改善案の実施結果について                                          

（１）支援者と学習者の対等な関係の維持と評価の仕組みについて 

  ⇒改善案： 

・自己評価の変化に焦点を当て、支援者とともに確認できる最終回用ワークシートを作成した。 

・修了証に記載していた「日本語でできるようになったこと」は「支援者からの応援のことば」と

し、当日対話しながら記入する形式に変更し、評価ではなく励ましを伝えることを強調した。 

⇒結  果： 

・応援メッセージのやりとりから、学習者と支援者の信頼関係が感じられたとの意見があった。 

・自己評価を支援者も共有することで、学習者の苦手な点を把握しやすくなり、次の目標を一

緒に考える中で、支援者自身もともに成長したいと感じたとの声があった。 

・自己評価と支援者の評価に差があり落胆する学習者もいたため、今後は支援者からのフォ

ロー方法の検討が必要である。 

  

３ 次年度に向けた検討事項                                                        

 ⑴ 市民に対する日本語教室の認知拡大 

   ・他市町に比較して多くの地域で日本語教室を開催していることが、磐田市の強みである。 

    地域の代表者のみならず、日本人市民・外国人市民ともに周知を行い、認知度を高めていき

たい。 

 ⑵ 企業のニーズ把握と施策の検討 

   ・企業が日本語教育に対してどのようなニーズを抱えているか把握する。 

   ・法律で事業者にも責務が明示されていることから、「市の日本語教室を頼ればいい」とならな

いように企業との連携を模索していきたい。 

 合計 上がった 変化なし 下がった 比較不可 

R７ ５月～10 月 38 人 4 人（9.7％） 37 人（90.2％）  0 人 0 人 

R６ ５月～10 月 48 人 17 人（35.4％） 31 人（64.6％） 0 人 0 人 

増減 △８５人 △13 人 +６人 ０人 ０人 



資料３ 

外国籍のこどもに関する庁内関係課連携に向けた打合せについて 

１ 会議概要                                                                
（１）目 的 外国籍のこどもに適切かつ円滑な支援ができるように関係課の連携を図る 

（２）内 容 各現場での現状や課題の共有・整理と連携可能な取り組みの検討 

（３）日 程 年２回、１時間～１時間半程度 

 

２ 第１回の打合せ結果について                                               
（１）日 程 令和７年 10 月６日（月） 10 時～11 時 30 分 

（２）会 場 i プラザ３階 小会議室 

（３）内 容 ①各課、各施設の現状の取組と課題の共有 

          ②先進事例の紹介 

          ③連携可能な取り組みの協議 

（４）参加者 

    学校教育課、幼児教育保育課、こども若者家庭センター、（一社）磐田国際交流協会、多文化

交流センター「こんにちは」、自治デザイン課 

（５）結果 

   ・各々の担当者の顔がわかる関係性になることと各々の活動や現状、課題感を知ることの２点で

有意義な時間となった。 

   ・今回は、現状や課題の共有でほとんどの時間を費やしてしまったため、今後の連携に関して話

を深めることができなかった。 

   ・２回目や来年度以降に、連携可能な取組や課題を洗い出すために、先進事例（豊橋市）を参

考に年代別での支援を視覚化していく予定。 

   ・ブラジル人学校等も本取組に関係するため、打合せメンバーについても、検討を行う。 



資料４ 

令和７年度地域向けやさしい日本語研修について 

１ 概要                                                                
・令和６年度に地域向けの研修として、自治会役員を対象に２地区で実施した。 

・研修のアンケート結果では、必要性と理解度は高かったものの、その時点で活用方法がわかって

いない参加者が８割以上であった。 

⇒交流センター講座と言う形で試験的に実施して、必要性を感じている人、興味がある人から広げ

ていくことを目指す。 

 

２ 実施計画                                                 

（１） 対象 

・喫緊で「やさしい日本語」が必要だと感じている層 

・交流センターの呼びかけにより関心のある自治会役員 

（２）内容 

・「やさしい日本語」について（概要、必要性、基本ルール） 

・例文にチャレンジ（グループワーク形式で実施する。） 地域現場に合わせた例文用意 

・翻訳アプリを使った活用方法の紹介（自治会には「テレビ de 通訳機」の紹介） 

・翻訳やタブレットの貸出など市事業を紹介 

（３） 実施方法 

 ① 地区の選定方法 

   ・外国人が多い地区の交流センターに打診を行った。 

 ② 実施予定 

   ・令和８年３月３日（火） 福田南交流センター 

   ・令和８年３月５日（木） 南交流センター 

   ・令和８年３月 10 日（火） 竜洋交流センター 

 ③ 効果測定 

   ・講座後アンケートを行い、研修の満足度や理解度を測る。 

   ・R6 年度実施後と同様に、満足度や理解度、活用のイメージを測り、R8 年度実施の方向性の

参考とする。 



資料５ 

令和７年度その他の事業について 

１ 外国人情報窓口について                                                                
令和７年９月３０日をもって、３年間の契約が満了となったため、プロポーザルを行い、令和７年１０

月以降の業者選定を行いました。 

プロポーザル参加事業者数：１社 

契約事業者：グローバルデザイン株式会社 

契約期間：令和７年１０月１日～令和１０年９月３０日 

前契約からの変更点：①ベトナム語対応のスタッフを常駐配置 

                   ②テレビ通訳機器を２台増設 

今後の展望：外国人住民のニーズ把握と SNS における情報発信の強化に努め、外国人住民の自

己解決を促すような窓口を目指す。 

 

 

２ 多文化交流センター「こんにちは」について                                               
  令和６年度まで多文化交流センターの運営を受託していた樹の会が、令和７年３月をもって磐田

国際交流協会に統合されため、令和７年４月から、磐田国際交流協会に多文化交流センターの運

営を委託し運営してきました。 

◎運営受託者の変更により変わったこと 

  ①運営目的の再確認と職員の意識向上 

    磐田国際交流協会事務局の協力のもと、センターの運営目的や個々の活動について、スタッフ

間の対話を重ねることで、運営目的の認識や職員の意識がより高まっている。 

  ②午前の文化交流活動の見直し 

    毎週水曜日「いろんなくにのことばであそぼう」を軸に不定期で季節イベントなどを開催。 

    市公式ＬＩＮＥや外国人情報窓口 Facebook での周知を継続した結果、外国人親子も複数参

加するなど、多文化交流の充実が図られている。 

  ③磐田国際交流協会の人脈を生かした多様な外部人材との連携 

    ベビーマッサージやおもちゃに詳しい方や元新聞記者、インフルエンサーなどと連携し、センタ

ー内イベントを実施。 

    遊びを通した学びや様々な大人と関わる体験により、外国人児童生徒に自信を持ってもらった

り、非認知能力を育てたりすることを目指している。 

④スタッフ研修の実施 

  市担当者を講師として「磐田市の多文化共生施策と在留資格」をテーマに研修を実施。 

  今後も研修の継続実施を検討。 



資料６ 

第５次多文化共生推進プランに向けた意見交換 

１ 意見交換の趣旨                                                                                                                 

令和８年度末をもって、現在の第４次多文化共生推進プランの期間が終了することから、令和８年度の本協議会では、第５次多文化共生推進プランの内容について、ご協議いただきます。そのため、第５次プラン策定に向

けたキックオフ協議として意見交換していただくと同時に、本日の意見交換を基に策定の土台となっていく事務局の骨子案を作成します。 

なお、本日の意見交換は、令和３年までの情勢を踏まえて議論された第４次プランの体系を基に、直近の情勢を踏まえて、「令和９年度からの５年間に向けた拡充・新規・見直し」の観点でご協議いただけますと幸いです。 

 

２ 第３次プランと第４次プランの体系比較                                                                                              

 

 第３次プラン 第４次プラン 

基本理念 互いを認め合い、誰もが個性と能力を発揮できる多文化共生のまちづくり 国籍・民族・文化の違いを認め合い 笑顔であいさつを交わすまち 磐田 

基本方針 

安心して暮らせる環境づくり 多様な文化の違いを認め合える地域づくり 

多文化共生の地域づくり 多言語対応と日本語学習機会の充実 

ともに未来を築く人づくり 安心して暮らせる環境づくり 

― みんなで築く IWATA の未来 

基本施策＆具体的な施策 別紙参照 別紙参照 

【参考】成果指標と目標値 

外国語、やさしい日本語による情報提供件数 38，000 件 市民意識調査「日本人への親しみ」 85％ 

地域防災訓練に参加する外国人数 400 人 市民意識調査「外国人への親しみ」 65％ 

市民意識調査「日本人への親しみ」 60％ いわた日本語能力判定で昇級した累積人数 200 人 

市民意識調査「外国人への親しみ」 50％ 外国人情報窓口の SNS フォロワー率 

ポルトガル語 60％ 

タガログ語 40％ 

ベトナム語 30％ 

初期支援教室で支援を受けた児童生徒の適応状況 97％ 外国人情報窓口の相談件数 20，000 件以上/年 

多文化交流センター利用者の高校進学率 100％ 地域防災訓練への外国人市民参加率 5％ 

― ― 初期支援教室で支援を受けた児童生徒の適応状況 97％ 

 



資料６ 

第５次多文化共生推進プランの策定について 

１ 令和８年度スケジュール案                                                                
 

時期 協議会 【参考】事務局 

～４月 ― ― 骨子案作成 

５月 第１回 
策定スケジュール案、骨子案の共有 

第４次プランで取り組むべき具体的な課題 
 

６月 ― ― 骨子案修正 

７月 第２回 プラン体系図案の修正や施策別の取組内容の検討  

８月 ― ― 
素案作成 

９月 ― ― 

10 月 第３回  プラン冊子案や具体的な取組内容案の見直し協議  

11 月 ― ― 市民向けヒアリング 

１２月 第４回 
プランに関する外国人市民向けヒアリング結果共有 

プラン冊子（修正案）の見直し最終協議 
 

１月 ― ― パブリックコメント 

２月 ― 
パブリックコメントの結果を書面共有（予定） 

必要に応じて、第 5 回の協議会を開催 
 

３月 ― ― プラン公表 

 

【参考】 第４次多文化共生推進プラン策定時のスケジュール                                          

年度 協議会時期 内容 

令和３年度 

第１回 協議会（６月） 
策定スケジュール案、骨子案の共有 

第４次プランで取り組むべき具体的な課題（意見交換） 

第２回 協議会（９月） プラン体系図案の修正や施策別の取組内容の検討 

第３回 協議会（１１月） プラン冊子案や具体的な取組内容案の見直し協議 

第４回 協議会（１２月） 
プランに関する外国人市民向けヒアリング結果共有 

プラン冊子（修正案）の見直し協議 

第５回 協議会（２月） プランの最終確認、プラン冊子（最終案）の見直し協議 

 



資料６　第４次プラン



資料６-１　第３次プラン


